
　

【結果の解釈】

CDV CPV-2 CAV-1

80以下 20以下 20以下

160～320 40～80 40～80

640以上 160以上 160以上

CDV CPV-2 CAV-1

80以下 20以下 20以下

40

160～320 80 40～80

640以上 160以上 160以上

各月齢における移行抗体との区別にはワクチン接種済みの健康猫100頭の抗体価を測定し、そこで得られた最高の値をもとに移行抗体の半減期から
算出したデータを利用しています。

●ごくまれに基準値を上回る血中抗体価であっても、ストレスや、ステロイド剤や免疫抑制剤の服用により防御が十分働か
　ないケースがあります。また、もし将来的に流行ウイルスが変異することがあれば、既存のワクチンでは十分な予防効
　果が期待できなくなる可能性も否定できません。

犬ワクチンセット検査

　移行抗体の可能性があるので12週齢以降の再検査をお勧め
　します。

　防御可能な抗体価です。しかし、長期間の効果を期待するには
　もう少し高い抗体価が望ましいでしょう。1年後にワクチンを
　追加接種されるか、抗体検査を実施されることをお勧めします。

　長期間防御可能な良好な抗体価です。

コメント

　10-11週齢

　長期間防御可能な良好な抗体価です。

　12週齢以上

　ワクチン効果、防御能が十分とは言えません。

コメント

　ワクチン効果、防御能が十分とは言えません。

　防御可能な抗体価です。しかし、長期間の効果を期待するには
　もう少し高い抗体価が望ましいでしょう。1年後にワクチンを
　追加接種されるか、抗体検査を実施されることをお勧めします。
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